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　今年11月に国家資格の「眼鏡
作製技能士」が誕生する。眼鏡
業界の念願だった。始まりは
1960年の眼光調整法案。それ
から60数年が経過し、当初目指
した業務独占は諦めたが、小売・
メーカー・卸が一丸となり、業界
全体で努力を積み重ね、次世代
へつなぐ道筋を切り開いた。だ
が、これで終わりではなく、これ
からがスタートだ。「国民の目の
健康と利益を守るため」に、さら
に業界が一丸となって様々な活
動に取り組んでいく。
　ここまでに幾度となく議論が
重ねられた。小売・メーカー・卸
それぞれの団体が機能する中
で、新しい資格制度を誕生させ
るための業界を網羅した推進機
構という団体も立ち上げた。小
売・メーカー・卸の代表や幹事が
何役もこなした。多忙な中で辛い
日 も々あっただろうが、それだけ横串が
強固となる強みも生まれ、業界内のコ
ンセンサスを得られた。それもこれも
「眼鏡専門店や資格を有する技術者
から、眼やメガネの高度な専門的な製
品の正しい情報を欲しいとする国民の
ため」に業界が一丸となって努力してき

たことで、簡単にできるようなこと
ではない。それぞれが「生活者に
喜ばれること」という同じ目標、同
じビジョンを念頭に置き、日々活
動してきたからこそ成し遂げられ
たことだろう。
　今後は、有資格者のいる店舗
を全国的に増やしていき、眼鏡
資格者が眼鏡業界にいることを
当たり前の環境にしていくのが
数年先の目標だ。これまで以上
に重要な役割を眼鏡業界は担っ
ていくのだ。
　これだけまとまった動きを業
界が取れているようでも、「より業
界が変わっていかなければなら
ない」と各リーダーたちは声を発
している。千載一遇のチャンスを
逃してはいけないと、気を緩めな
いように警告しているのだ。これ
までの商習慣に囚われていたこ
とを反省し、生活者のためになる

マーケットインの考えに変えるチャンス
を迎えていることを伝え、眼鏡業界全
体を変えようと士気を高めている。
　それぞれが時代に即した販売方法
を試行錯誤する中でも、業界団体が一
丸となって先を見据えて業界全体を
引っ張っていっているのだ。メガネの市

場規模は4000億円程度と大きくはな
いが、学べることがたくさんある。それ
に1兆円に膨らむ可能性もなくはない。

　山梨県の甲府では、「一般社団法人 
宝石のまち甲府会議」が5月に設立さ
れた。宝飾産業を通じた、豊かな甲府
の地域づくりを主旨としているが、世界
共通の価値ある宝石を扱う宝飾産業
の可能性は大きいことを念頭に置き、
宝飾産業は山梨県を代表する地場産
業として、国内をはじめ海外からも人を
集めることが可能であり、海外からの
人の受け入れ体制を整えれば、社会
課題である人口減少を迎える時代も
乗り越えられるとのビジョンを掲げて
いる。
　これは甲府市からの声がけで始まっ
たことではあるが、同団体設立前に、甲
府地域（甲府地域及び隣接地域）の宝

飾産業の歴史や多くの活動実績を学
んできたことがポイントだ。同会議の発
足メンバーの多くは、山梨県水晶宝飾
協同組合の理事も務めているが、議論
を重ねた後に新団体の設立に至った。
それは、新たな団体でなければ成し遂
げられないと結論付けたからだ。
　山梨県に限らず、宝飾業界の多くの
団体が抱えているのは次世代への継
承問題だ。現在は注力するほど余裕が
ないように見える。以前は、小売店の次
世代への継承がよく話題となったが、
時間とともにある程度解決されたよう
だ。ただ、それぞれ自分の会社の継承に
注力してきたことで、自分の属する団体
の継承の方が疎かになり、ほとんどの
団体が現在機能していないと言える。
　これは宝飾産業として大きな問題で
あるはずだが、誰も気にする様子は見
られず、半ば諦めているようにも見て取
れる。解散した団体もある。自分の会社
も可愛いものだが、次世代の業界人へ
自分の経験や力を伝え、業界を成長さ
せていく責任をそれぞれが担っている
ことを自覚したい。どんな団体でも、継
承する責任という大切なことを教えて
いくことが肝心だ。もしくは、新たな団
体を立ち上げる必要があるのかもしれ
ない。　　　　　　　　次号に続く。

　東京都が主催し、衣・食・住・工のさ
まざまな分野の優れた技を直接見るこ
とができて、その場で体験できるなど多
くの人が楽しめるイベント「ものづくり・
匠の技の祭典2022」が、8月5日～7日
の3日間、東京国際フォーラムで開催さ
れる。入場無料（体験は一部有料有
り）。時間は10時～18時（最終日は17
時）。
　同イベントは、「『未来の東京』戦略」
を推進する事業の戦略12 稼ぐ東京・

イノベーション戦略
「次世代につなぐ中
小企業・地域産業活
性化プロジェクト」の
一環として、伝統的
な匠の技やものづく
りの技能・技術の魅
力を発信するとして
東京都が毎年開催
しているもので、今年
度は3年ぶりとなるリ

アル開催が決定した。多様な匠の技
の実演ステージパフォーマンスや匠
の技の伝統工芸、最先端のものづく
り技術の展示・実演ほか、未来の匠

を目指す職業訓練校の生徒作品の紹
介などが準備されている。
　また、匠の技を見るだけではなく体
験できるプログラムとして、フラワーアレ
ンジメント、卵焼きづくり、ミニランプ
シェードづくり、ミニ畳づくり、はんこづ
くり、屋根の瓦施工など多数の体験企
画が準備されている。
　さらに、会場を楽しく盛り上げるサ
ポーターには、タレント・女優として活
躍する山之内すずさんが就任。“盛り
上げ隊”となる、よしもとの人気芸人さ
んたちとステージを盛り上げる。
　なお、同イベントに匠の技を継承す
ることに尽力している全日本貴金属技
能士連合会・東京貴金属技能士会が
協力しているので、必見だ。

暑い夏…
19の夏
田舎から上京して、憧れの東京の夏に
ひたすらチャラチャラしていた頃…。

それでも夢いっぱいだった…。
バブル全盛時代だったこともあり、
未来は希望に満ちていた。

その後の日本は失われた30年と呼ばれ、
今の若者は生まれてからずっと不景気な時代しか知らない……。

未来に希望を持てない若者が先進国でも最多と言われる日本……。

僕たちが夢いっぱいの青春時代を過ごせたのは「JAPAN as No.1‼」と
世界中で憧れられた夢いっぱいの日本を創ってくれた先輩たちのおかげだ。

まさしく戦後の焼け野原の日本を復興させ、欧米に追い付け追い越せ!と
切磋琢磨して頑張ってくれた先輩たちのおかげだ‼

今の若者たちが自分たちの未来に夢が持てないのは、
今の日本を創った僕たち大人の責任ではないだろうか…？

1945年焦土と化した日本…
そして失われた30年と言われる情けない日本…

どちらが絶望に満ちていたのか？それは一目瞭然だ‼　
違うのは外部環境では無い‼。
違うのは、僕たち大人たちの闘魂だ‼

若者たちの為に!未来を生きる子供たちの為に!
僕たち大人は「夢いっぱいの日本」を引き渡す責任があるだろう……

それは僕たち世代の責任だ‼

未来を生きる子供たちのために！！
フェスタリアホールディングス㈱ 代表取締役社長 貞松隆弥
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（＊7月4日に貞
松氏がフェイス
ブックに掲載し
た内容をお借り
しました。貞松様
ありがとうござ
いました。）
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　販売も流通も情報もデジタル化で、すべての効率がよくなった。物の価値や本質がより正確に
求められ、消費者は自分が満足するものを購入する。価値観の多様化でチャンスが広がっている。
ポジティブに情報を読み解きたい。　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　
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